
令和２年度小樽市食品衛生監視指導計画（案）の概要 

 

Ⅰ．目的 

本計画は、小樽市内で製造、加工又は流通する食品等に起因する衛生上の危害の発生を防止し、

市民の食生活の安全を確保するため、本市の実情にあった効果的な事業者等への監視指導に関する

計画を策定するものです。 

 

Ⅱ．計画策定の趣旨 

  食品衛生法第２４条により、食品衛生に関する監視指導等について、都道府県等は「食品衛生に

関する監視指導の実施に関する指針」に基づき、地域の実情にあった計画を策定することが定めら

れています（小樽市は保健所設置市であるため、都道府県等に含まれます。）。 

 

Ⅲ．監視指導計画の期間・範囲 

実施期間は令和２年４月１日から令和３年３月３１日、実施範囲は小樽市内とします。 

 

Ⅳ．根拠法令 

  食品衛生法、食品表示法、北海道条例等に基づいて監視指導を実施します。 

 

Ⅴ．実施体制 

  実施主体は保健所生活衛生課とします。監視指導計画の策定、食品等事業者への指導等は食品衛

生グループが担当し、食品等の検査は試験検査グループが担当します。 

 

Ⅵ．主な実施内容 

１．広域的な食中毒事案等における関係機関との広域連携 

２．営業許可等施設への監視指導 

３．アニサキスやカンピロバクターなどによる食中毒予防等における重点的な監視指導 

４．ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の制度化等食品衛生法改正に関する事業者への周知徹底 

５．うに加工施設、海水浴場、観光地施設、給食施設等への継続的な監視指導 

６．市内で製造された食品等における収去検査 

７．食中毒警報の発令、食品安全情報等についての情報発信 

８．事業者自らが実施する衛生管理の推進 

９．事業者、職員の人材の資質の向上及び検査体制の信頼性確保 

 

Ⅶ．実施結果の公表 

  事業年度が終了した翌年度６月までに前年度監視指導結果を公表します。 

 

＜問合せ先＞ 

小樽市保健所生活衛生課食品衛生グループ 

電 話 ０１３４－２２－３１１８  ＦＡＸ ０１３４－２２－１４６９ 


